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　馬曲温泉は、1982年に発見され、1988年より営業
を始めた歴史的には新しい温泉です。
　山々の冬景色が見える馬曲温泉からの眺望は、日本
経済新聞が選定した『雪景色が素晴らしい温泉』にお
いて東日本で一番と評価された風情ある温泉です。

木島平村商工会

北信州の絶景を望む秘湯・馬
ま ぐ せ

曲温泉

商工連ながの
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商
工
連
は
、
10
月
16
日
（
火
）
千
曲
市
「
ホ
テ

ル
清
風
園
」
で
商
工
会
長
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

商
工
連
柏
木
会
長
か
ら
「
現
在
の
商
工
会
を
取
り

巻
く
状
況
は
、
会
員
の
減
少
、
後
継
者
不
足
な
ど

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
年
度
の
事

業
計
画
は
商
工
会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
推

進
を
重
点
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

年
度
か
ら
の
後
半
5
か
年
に
際
し
て
見
直
し
を

行
い
、
経
営
計
画
の
策
定
推
進
支
援
と
商
工
会
員

の
増
強
に
よ
る
組
織
力
向
上
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
商
工
会
運
営
や
経
営
改
善
普
及
事
業
へ

の
功
労
に
対
す
る
表
彰
が
行
わ
れ
、
関
東
経
済
産

業
局
長
表
彰
、
長
野
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
地
域
経
済
活
性
化
と
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
成
長
・
持
続
的
発
展

の
た
め
の
地
方
集
会
決
議
の
採
択
と
商
工
連
役

員
改
選
方
法
に
関
す
る
検
討
委
員
会
等
に
つ
い

て
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

商
工
会
長
会
議
に
続
い

て
、
会
員
増
強
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

基
調
講
演
と
し
て
「
商
工

会
組
織
拡
大
の
た
め
の
会

員
増
強
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
沖
縄
県
商
工
会
連
合

会
の
米こ
め

須す

義
明
会
長
か
ら
、

商
工
会
会
員
加
入
促
進
運

動
等
に
つ
い
て
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。　

沖

縄
県
商
工
会
連
合
会
は
、

組
織
率
が
全
国
1
位
、
会

員
数
9
年
連
続
増
加
し
て

い
る
等
会
員
増
強
に
大
変

熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。
取
組
内
容
を
ご
説

明
い
た
だ
き
、「
商
工
会

の
発
展
な
く
し
て
地
域
経

済
の
発
展
は
な
し
」
と
の
力
強
い
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
講

演
後
、
質
疑
応
答
も
行
わ
れ
大
変
有
意
義
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
「
会
員
増
強
の
推
進
活
動
」
と
題
し
て
事
例
発
表

が
行
わ
れ
、
東
御
市
商
工
会
清
水
会
長
、
大
鹿
村
商
工
会
松

尾
会
長
、
山
形
村
商
工
会
林
会
長
、
長
野
市
商
工
会
工
藤
会

長
か
ら
発
表
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
商
工
会
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
説
明
し

て
い
た
だ
き
、
今
後
の
会

員
加
入
運
動
に
際
し
て
参

考
に
な
る
内
容
で
、
出
席

者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま

し
た
。

優
良
青
年
部

　

大
鹿
村
商
工
会
青
年
部

優
良
女
性
部

　

野
沢
温
泉
商
工
会
女
性
部

　

長
和
町
商
工
会
女
性
部

役
員
功
労

　

木
祖
村
商
工
会　

上
野　

好
秀
氏

　
　
　
　
　
　
　
　

手
塚　

和
喜
氏

　

大
桑
村
商
工
会　

半
坂　

純
孝
氏

　
　
　
　
　
　
　
　

木
戸　

勘
一
氏

関
東
経
済
産
業
局
長
表
彰

商工会長会議開催　

会員増強シンポジウム開催　

商工会活動の活性化を図るため

商工会組織強化を図るため

挨拶をする柏木会長

沖縄県連米須会長
基調講演

「知財総合支援窓口」の概要
　中小企業・個人事業者のア
イデア・企画段階から事業展
開まで相談に対応する窓口で
す。
　窓口の知財アドバイザーや
知財専門家が、知財に関する
悩みや課題をワンストップで
解決し、企業等が知的財産を
活用し、事業展開を促進し、
地域の活性化につなげること
を目的としています。相談無
料、秘密厳守ですので、まず
は遠慮なくご相談下さい。 インターネット： http://www.n-hatsumei.jp

知的財産の活用を支援します。

「INPIT ※長野県知財総合支援窓口」

一般社団法人 長野県発明協会のご紹介

※INPIT：独立行政法人 工業所有権情報・研修館

電話 ：
東信･北信 026-228-5559
南信･中信 0266-23-4170
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施行： 年４月１日～ ※中小企業は、 年４月１日～

「働き方｣ が変わります

年次有給休暇の確実な取得が必要です！

事業主の皆さまへ

時間外労働の上限について、月 時間、年 時間を原則とし、
臨時的な特別な事情がある場合でも年 時間、単月 時間未満（休日労働含む）、
複数月平均 時間（休日労働含む）を限度に設定する必要があります。

使用者は、 日以上の年次有給休暇が付与される全ての労働者に対し、
毎年５日、時季を指定して有給休暇を与える必要があります。

正規雇用労働者と非正規雇用労働者の間の
不合理な待遇差が禁止されます！
同一企業内において、
正規雇用労働者と非正規雇用労働者（パートタイム労働者、有期雇用労働者、派遣労働者）の間で、
基本給や賞与などの個々の待遇ごとに不合理な待遇差が禁止されます。

２０１９年４月１日から
働き方改革関連法が順次施行されます

施行： 年４月１日～ ※中小企業は、 年４月１日～

時間外労働の上限規制が導入されます！

施行： 年４月１日～

「働き方」に関する詳細・お悩みは【相談窓口】へ
改正法の詳細は厚生労働省 『「働き方改革」の実現に向けて』をご覧ください。
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様々な行事や宴席において、お酒を飲む際は、「信州の地酒」で乾杯をお願いします。
飲食店や旅館・ホテルを営む皆様におかれましては、地酒の取り扱い・PRに御配意
ください。

事業者・従業員の皆さま

「信州の地酒で乾杯」にご協力ください！

長野県最低賃金は時間額821円です

　生命保障は団体扱いの特別安い保険料です。さらに本年４月から保
険料率が下がりました。新規契約、更新契約から適用されます。

　貯蓄ができます。個人として、あるいは事業資金に備えて、しっか
りとお金を貯められます。

　使い勝手のよい「貯蓄積立金範囲内融資」や、加入後５年を過ぎると「貯蓄積立金の一部払
い出し」が利用できます。

　加入者特典として法人契約保養施設のご利用や、大口加入者の人間ドック費用等の助成など
があります。

　ただいま、加入特別推進期間中です。（12月10日まで）。役職員一体となって加入推進を
行っておりますのでご加入、ご増口をお願いします。

　県内の日本酒の酒蔵数は約80で全国第２位、ワイン用ブドウの生産量も全国最多を
誇り、ワイナリー数も急増する等、長野県は酒の一大産地となっています。そんな信
州の地酒の消費を拡大し、地域の活性化につなげるため、｢信州の地酒普及促進･乾杯
条例｣を制定し、乾杯を呼び掛けています。

　長野県内の事業場で働く全ての労働者に適用される「長野県最低賃金」が平成30年10月１日から時間
額821円に改正されました。
　この機会に、ぜひ賃金の確認をしてみてください。
　また、賃金の引上げに向けた中小企業への助成金等支援制度がありますので、ご活用ください。

【お問合せ先】信州地酒で乾杯の日推進協議会
　　　　　　  県庁産業労働部ものづくり振興課 日本酒・ワイン振興室（026-235-7126）（事務局）

―最低賃金制度に関するお問い合わせは―
最寄りの労働基準監督署　又は
長野労働局　労働基準部　賃金室（電話026－223－0555）までどうぞ。

その２

その１

その３

その４

ホントかい？ 本当です。

「商工貯蓄共済」に加入できることは、
商工会の会員の皆様の特権です。

※ お酒は適正な量で、飲酒運転は絶対にしないよう、お願いします。
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■企業概要（創業計画）
　�　店主の赤羽さんは、10年近く会社勤めをされていましたが、松川村内に飲食店が少ないこと、人口が増えて
いることから、予てからの夢であった飲食で地元に少しでも貢献したいとの思いから創業を決意されました。
　�　飲食店での従事経験が無かったことから、安曇野市内の居酒屋で修業して、料理メニュー、サービスの内容、
材料費率などを習得し、仕入先との人脈もつくってきました。

■問　題
　�　赤羽さんが検討されてきた創業計画（メニューと粗利計画、収支計画、店舗計画、資金計画など）に基づい
て、計画内容や準備状況をお聞きしたところ、次の問題がありました。
　①�　住宅地区への立地から考えて、集客予想数が多い。
　②　資金計画で自己資金の割合が極端に少ない。
　③�　開店予定を決めているが、準備スケジュールが明確になっていない。
■支援内容
　　問題点について、次のアドバイスを行いました。
　①�　夜の営業のみを計画していたので、集客数確保と設備投資回収の観点から、ランチ営業も検討する。
　②�　建物・厨房機器などの設備投資計画を節減する方向で見直すとともに、自己資金を最低20％確保する。
　③�　開店に向けて準備すべき項目を拾い出して一表にし、準備状況の進捗が見えるようにする。
■支援効果
　�　支援の結果、設備投資計画および資金計画を再検討し、開店に向けたスケジュールを作成することになりま
した。
� 　その後、地元では有名店だった居酒屋の閉店に伴い、その店舗を

居ぬきとして借りることができ、設備投資
額が抑えられ、資金調達（金融機関からの
融資、自己資金の確保）が確保できたこと
から、平成29年11月オープンしました。

� 　有名店の名前を引き継がせてもらうこと
ができたため知名度があり、信州黄金シャ
モと自家栽培の野菜を売りとした鶏料理メ
インの居酒屋として、村内外から多くのお
客様が訪れるお店となりました。

リスクを抑えた開業
上席専門経営支援員の支援事例紹介

信州黄金シャモを使った鶏料理

居酒屋　くうかい

代表の赤羽さん

所在地  北安曇郡松川村 7021-19　　電話  0261-62-0708居酒屋  くうかい

長野県商工会連合会
上席専門経営支援員
濵田　廣雄
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当
社
は
、
昭
和
38
年
に
有
限
会
社
勝
野
材
木

店
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、グ
ル
ー

プ
企
業
の
有
限
会
社
ヤ
マ
カ
木
材
が
伐
採
・
搬

出
し
た
原
木
を
、
勝
野
木
材
が
製
材
・
乾
燥
し
、

建
築
材
に
加
工
し
て
出
荷
し
て
い
ま
す
。
総
合

林
材
業
と
し
て
、
納
入
ま
で
の
工
程
を
一
貫
し

て
行
え
る
こ
と
と
、
製
材
ラ
イ
ン
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
化
に
よ
り
、
品
質
管
理
の
徹

底
と
生
産
時
間
の
短
縮
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
実

現
し
て
い
ま
す
。

　

主
に
生
産
し
て
い
る
の
は
、
高
級
建
築
材
と

し
て
知
ら
れ
る
木
曽
檜
ひ
の
きや
、
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム

カ
ラ
マ
ツ
な
ど
の
高
品
質
な
無
垢
材
で
す
。
木

曽
檜
は
、
木
曽
の
厳
し
い
自
然
環
境
の
中
で
長

い
歳
月
を
か
け
て
じ
っ
く
り
と
成
長
す
る
た
め
、

き
め
が
細
か
く
、
高
い
強
度
と
耐
久
性
が
あ
り

ま
す
。
カ
ラ
マ
ツ
は
、
無
垢
の
建
築
材
と
し
て

は
敬
遠
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
杉
や
檜
と
比
べ

て
も
強
度
が
優
れ
て
い
ま
す
。
林
齢
80
年
生
以

上
の
厳
選
し
た
大
径
材
丸
太
を
信
州
プ
レ
ミ
ア

ム
カ
ラ
マ
ツ
と
し
て
昨
年
か
ら
出
荷
し
て
お
り
、

ブ
ラ
ン
ド
化
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

よ
く
使
わ
れ
て
い
る
集
成
材
は
、
断
面
寸
法

の
小
さ
な
木
材
を
乾
燥
さ
せ
、
接
着
剤
で
貼
り

合
わ
せ
た
も
の
で
、
無
垢
材
よ
り
も
反
り
や
割

れ
が
少
な
い
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

化
学
物
質
で
あ
る
接
着
剤
は
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス

症
候
群
の
原
因
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
当

社
で
は
無
垢
材
の
反
り
や
割
れ
を
長
年
に
わ
た

り
研
究
し
た
乾
燥
技
術
で
克
服
し
て
お
り
、
強

度
や
精
度
、
安
定
性
は
、
集
成
材
に
勝
る
も
の

で
す
。

　

自
信
を
も
っ
て
販
売
で
き
る
当
社
の
無
垢
材

で
す
が
、
そ
の
品
質
を
表
す
た
め
に
は
、
打
撃

振
動
の
周
波
数
や
含
水
率
を
測
定
し
、
表
示
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
公
共
施
設
工
事

に
納
入
す
る
た
め
に
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
（
日
本
農
林

規
格
）
に
沿
っ
た
測
定
と
表
示
を
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
も
当
社
で
は
測
定
装
置

を
所
有
し
、
品
質
の
表
示
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

Ｊ
Ａ
Ｓ
に
対
応
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

こ
で
、
新
し
い
測
定
装
置
を
導
入
す
る
計
画
を

立
て
、「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」
に
応
募
し
た
と

こ
ろ
、
無
事
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
装
置

導
入
が
済
み
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
事
業
者
登
録
の
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
Ｓ
取
得
に
よ
る
販
路
拡
大
は
、
檜
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
カ
ラ
マ
ツ
に
も
大
き
な
期
待

を
し
て
い
ま
す
。ベ
イ
マ
ツ（
北
米
産
の
針
葉
樹
）

な
ど
の
輸
入
材
が
占
め
て
い
る
建
材
用
途
の
分

野
に
参
入
で
き
れ
ば
、
集
成
材
や
合
板
の
材
料

と
し
て
消
費
さ
れ
て
い
る
カ
ラ
マ
ツ
を
、
無
垢

材
と
し
て
活
か
せ
る
か
ら
で
す
。
木
曽
谷
に
は

檜
の
倍
以
上
の
量
の
カ
ラ
マ
ツ
が
あ
り
ま
す
。

カ
ラ
マ
ツ
を
有
効
利
用
し
て
、
間
伐
な
ど
山
の

手
入
れ
が
進
め
ば
、森
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。

　

事
業
を
通
し
て
環
境
保
護
に
貢
献
し
て
い
く

こ
と
が
、
当
社
の
願
い
で
す
。

中小企業の新たな事業活動

ものづくり補助金の
　　　活用を通して森を守る

代表取締役社長　勝野 智明さん

自動化が進んだ工場では、年間15万本を製材します

檜とカラマツを多用したモデルハウスは、体験宿泊も出来ます

株式会社勝野木材　南木曽商工会
長野県木曽郡南木曽町読書1750番地　TEL 0264-57-2532
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人
と
歴
史
と
文
化
を
育
む

　
活
力
と
交
流
の
美
し
い
ま
ち
　

―
伊
那
市
―

　

伊
那
市
商
工
会
は
、
合
併
11
年
目
を
迎
え
新

体
制
に
移
行
す
る
な
か
、
今
ま
で
の
事
業
を
継

承
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
事
業
に
取
り
組
み

始
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
は
、
伊
那
市
の
観

光
の
目
玉
に
な
っ
て
い
る
高
遠
の
桜
を
さ
ら
に

ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
、「
天
下
第
一
の
桜
」
の

名
に
相
応
し
い
も
の
に
す
る
た
め
、
植
樹
を
進

め
る
と
い
う
も
の
で
す
。
し
か
し
、
様
々
な
制

約
も
あ
り
、
一
朝
一
夕
に
は
行
か
な
い
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
も
の
の
、
不
退
転
の
決
意
を
も
っ

て
、
計
画
立
案
に
臨
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

次
の
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

■
地
域
総
合
振
興
事
業
（
観
光
振
興
事
業
）

　

秋
の
収
穫
感
謝
祭
「
燈
と
う
ろ
う
ま
つ
り

籠
祭
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

例
年
９
月
22
・
23
日
（
秋
分
の
日
）
に
は
、

旧
高
遠
町
御
城
下
通
り
を
中
心
に
鉾ほ
こ
じ
じ
ん
じ
ゃ

持
神
社
の

合
祀
祭
で
あ
る
「
燈
籠
祭
」
の
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
の
祭
り
は
、
豊
作
と
無
病
息
災

を
感
謝
す
る
例
祭
で
す
。
旧
高
遠
町
で
は
、
夜

に
な
る
と
各
戸
で
青
竹
に
「
ほ
お
ず
き
提
灯
」

を
灯
し
、
町
内
全
体
に
「
ほ
お
ず
き
提
灯
」
の

ト
ン
ネ
ル
が
で
き
、
何
と
も
言
え
な
い
風
情
を

か
も
し
出
し
ま
す
。
ま
た
、
町
の
中
を
伝
統
芸

能
で
あ
る
高た
か
と
お
ば
や
し

遠
囃
子
が
練
り
歩
き
、
山
車
や
子

供
神
輿
も
出
ま
す
。
伊
那
市
商
工
会
で
は
、
商

業
部
、
女
性
部
の
高
遠
支
部
が
中
心
と
な
り
、

22
日
の
宵
祭
り
に
「
秋
の
夕
べ
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
こ
の
内
容
は
、
祭
り
に
訪
れ
た
お
客

様
へ
の
思
い
出
づ
く
り
と
し
て
、
青
竹
と
ほ
お

ず
き
提
灯
で
作
っ
た
ハ
ー
ト
型
の
オ
ブ
ジ
ェ
を

フ
レ
ー
ム
に
し
た
、
イ
ン
ス
タ
映
え
ス
ポ
ッ
ト

の
提
供
や
風
情
あ
る
「
ほ
お
ず
き
提
灯
」
の
ト

ン
ネ
ル
を
着
物
で
歩
く
体
験
を
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
着
物
の
着
付
・
レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
、

無
料
お
休
み
処
で
の
お
茶
、
お
菓
子
の
サ
ー
ビ

ス
、無
料
バ
ス
の
運
行
な
ど
の
「
お
も
て
な
し
」

事
業
を
行
う
も
の
で
す
。

■
地
域
総
合
振
興
事
業
（
商
業
振
興
事
業
）

　
西
春
近
商
工
祭
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

西
春
近
支
部
で
は
、
旧
西
春
近
商
工
会
時
代

か
ら
地
域
振
興
事
業
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

当
初
は
、
産

業
祭
の
要
素

が
強
い
商
工

祭
と
青
年
部

が
中
心
と

な
っ
て
、
夏

祭
り
と
し
て

の
地
域
奉
仕

イ
ベ
ン
ト
の

２
つ
が
あ
り

ま
し
た
。
現

在
は
、
地
域

全
体
の
賑
わ

い
を
高
め
る
べ
く
、
上
伊
那
農
協
西
春
近
支
所

主
催
の
農
協
祭
と
西
春
近
公
民
館
主
催
の
文
化

祭
と
同
時
開
催
す
る
こ
と
で
、
ご
来
場
い
た
だ

く
方
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
商
工
祭

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
他
の
イ
ベ
ン
ト
と
協
調

し
て
い
る
こ
と
を
示
す
た
め
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
行
い
、
３
つ
の
イ
ベ
ン
ト
（
農
協
祭
、

文
化
祭
、
商
工
祭
）
を
回
っ
て
い
た
だ
い
た
方

に
記
念
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
近
年
の
商
工

祭
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
地
元
伊
那
市
春
近
中
学
校
の
吹
奏

楽
部
や
合
唱
部
、
伊
那
西
高
校
の
吹
奏
楽
部
、

合
唱
ク
ラ
ブ
に
よ
る
演
奏
、
地
元
の
太
鼓
団
体

に
も
協
力
を
い
た
だ
き
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
て

い
ま
す
。
昨
年
は
、
伊
那
西
高
校
の
書
道
ク
ラ

ブ
に
よ
る
、
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
披
露
が

あ
り
、
大
変
賑
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。

 
商
工
会
は
い
ま
─
Vol.112

南信

御城下通りのほおずき提灯町内を練り歩く高遠囃子

地元西春近の中高生による吹奏楽演奏

伊那西高生による書道パフォーマンス
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レ
ベ
ニ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は

　

９
月
７
日
（
金
）
７
０
０
０
円
、９
月
８
日
（
土
）

１
８
０
０
０
円
。
こ
れ
は
同
じ
ホ
テ
ル
同
じ
部
屋
の

宿
泊
料
金
で
す
。
１
日
違
う
だ
け
で
そ
の
差
は
２
倍

以
上
。
７
日
は
安
い
値
段
で
な
い
と
予
約
が
埋
ま
ら

な
い
、
翌
８
日
は
高
い
値
付
け
で
も
予
約
す
る
客
が

十
分
あ
る
と
見
越
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
の
よ
う

な
方
法
を
レ
ベ
ニ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
言
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
需
要
量
を
予
測
し
、
予
約
す
る
日
や
タ

イ
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
柔
軟
な
価
格
設
定
を
行
う
こ
と

で
、
売
上
高
を
最
大
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。
レ
ベ
ニ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
航
空
業
界

で
生
ま
れ
、「
在
庫
が
繰
り
越
せ
な
い
」
と
い
う
共

通
の
特
性
を
持
つ
ホ
テ
ル
業
界
に
も
広
ま
っ
て
い
き

ま
し
た
。

レ
ベ
ニ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
例

　

飛
行
機
で
は
、
需
要
が
多
い
お
盆
休
み
中
の
チ

ケ
ッ
ト
は
お
盆
休
み
前
よ
り
高
く
設
定
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
搭
乗
予
定
日
の
ず
い
ぶ
ん
前
に
予
約
を
入
れ

た
レ
ジ
ャ
ー
客
は
低
め
の
料
金
を
支
払
い
、
直
前
に

予
約
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
客
は
高
め
の
料
金
を
支
払
っ
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
30
室
あ
る
ホ
テ
ル
で
は
、

旅
行
の
予
定
が
あ
る
家
族
客
に
早
割
（
２
割
引
）
で

８
室
、
通
常
客
に
定
価
で
10
室
、
急
な
出
張
が
入
っ

た
ビ
ジ
ネ
ス
客
に
３
割
高
く
12
室
販
売
で
き
れ
ば
、

全
部
定
価
で
売
る
よ
り
売
上
は
多
く
な
り
ま
す
。

レ
ベ
ニ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

　

レ
ベ
ニ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

利
益
の
最
大
化
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
周
囲
の
ホ
テ
ル

が
満
室
に
な
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
ギ
リ
ギ
リ
ま
で

空
室
を
確
保
し
、
最
後
の
２
、３
日
で
２
倍
の
価
格

で
予
約
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
利
益
は
大
き

く
向
上
し
ま
す
。

　

一
方
で
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
デ
ー
タ
収

集
、
分
析
、
価
格
設
定
の
た
め
に
莫
大
な
手
間
が
か

か
っ
て
し
ま
う
こ
と
や
、
予
測
が
外
れ
る
と
か
え
っ

て
空
き
部
屋
が
増
え
て
し
ま
う
な
ど
の
リ
ス
ク
が
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
価
格
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
激
し

す
ぎ
る
と
、
常
連
さ
ん
に
敬
遠
さ
れ
た
り
、
評
判
が

悪
化
し
、
長
期
的
に
は
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が
損
な

わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

レ
ベ
ニ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
Ａ
Ｉ

　

ホ
テ
ル
業
界
で
は
、
過
去
の
宿
泊
状
況
や
他
社
の

値
付
け
を
参
考
に
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
価
格
設
定
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
に
代
替

す
る
会
社
が
で
て
き
ま
し
た
。
人
工
知
能
の
特
徴
は

「
自
ら
考
え
る
力
が
備
わ
っ
て
い
る
」
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
た
シ
ス
テ
ム
で
は
、
過
去
の

宿
泊
者
数
と
価
格
の
関
係
に
加
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
近
隣
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
有
無
、
競
合
す
る

ホ
テ
ル
の
価
格
設
定
の
デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

収
集
し
、
販
売
価
格
を
設
定
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
価
格
が
適
正

だ
っ
た
か
ど
う

か
を
機
械
学
習

に
よ
っ
て
繰
り

返
し
検
証
し
、

価
格
設
定
の
精

度
を
高
め
て
い

く
の
で
す
。
実

際
、
日
本
経
済
新
聞
に
よ
れ
ば
、
日
本
航
空
が
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
予
約
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
、

予
想
以
上
の
効
果
を
上
げ
、
単
価
の
上
昇
に
貢
献
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

中
小
企
業
へ
の
普
及
も

　

Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
シ
ス
テ
ム
と
い
う
と
、
大
き
な
投

資
を
し
な
け
れ
ば
無
理
だ
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
た
お
手
頃
な
価
格
で
の

シ
ス
テ
ム
が
提
供
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

株
式
会
社
た
び
寅
が
提
供
し
て
い
る
人
工
知
能
を
搭

載
し
た
レ
ベ
ニ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
は
、

月
額
利
用
料
３
万
円
～
の
価
格
設
定
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

人
工
知
能
は
レ
ベ
ニ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
だ
け
で

は
な
く
、
外
国
語
の
通
訳
サ
ー
ビ
ス
や
小
売
業
の
発

注
予
測
、
製
造
装
置
の
誤
差
の
自
動
補
正
な
ど
に
も

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
小
企
業
に
お
い
て
も
、
人
工

知
能
の
活
用
が
あ
た
り
ま
え
の
時
代
が
近
い
将
来
に

訪
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

経 レベニューマネジメント
とAI（人工知能）

｜経｜営｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

株式会社MKコンサルティング
中小企業診断士
黒沢　正行　氏
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１�　

２
０
２
０
年
４
月
１
日
か
ら
改
正
民
法
が
施
行

さ
れ
ま
す
。
改
正
の
一
つ
に
保
証
に
関
す
る
新
し

い
規
定
が
あ
り
ま
す
。
実
務
へ
の
影
響
が
大
き
い

根
保
証
と
事
業
の
た
め
に
し
た
保
証
等
に
つ
き
、

ご
説
明
し
ま
す
。

２　

個
人
根
保
証
契
約
に
つ
い
て

　

�　
「
根
保
証
契
約
」
と
は
、
決
め
ら
れ
た
範
囲
の

取
引
か
ら
生
ず
る
債
務
の
う
ち
、
保
証
を
求
め
ら

れ
た
時
に
残
っ
て
い
る
債
務
を
保
証
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。
根
保
証
契
約
の
う
ち
保
証
人
が
法
人

で
な
い
も
の
を
「
個
人
根
保
証
契
約
」
と
言
い
ま

す
。

　

�　

個
人
根
保
証
契
約
で
は
、
極
度
額
（
保
証
す
る

上
限
額
）
を
、「
書
面
」
に
よ
り
定
め
な
け
れ
ば

無
効
と
な
る
と
規
定
さ
れ
ま
し
た
。（
改
正
法

４
６
５
条
の
２
）。

　

�　

今
ま
で
も
「
貸
金
等
債
務
（
金
銭
の
貸
渡
し
、

手
形
割
引
に
よ
っ
て
負
担
す
る
債
務
）」
に
つ
い

て
個
人
保
証
す
る
場
合
は
、
極
度
額
を
、
書
面
に

よ
り
定
め
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

の
改
正
に
よ
り
個
人
根
保
証
契
約
に
適
用
が
拡
大

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
賃
貸
借
契
約
や
継
続
的
売
買

取
引
な
ど
に
お
い
て
個
人
を
保
証
人
と
す
る
場
合

に
も
、
極
度
額
を
定
め
な
け
れ
ば
、
保
証
契
約
は

無
効
と
な
り
ま
す
。

　

�　

身
近
な
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
子
ど
も
が
居
住
す

る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
賃
貸
借
契
約
に
つ
い
て
親
が
保

証
人
と
な
る
と
い
っ
た
場
合
も
、
個
人
が
保
証
人

と
な
る
根
保
証
契
約
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
書
面

で
極
度
額
を
定
め
な
け
れ
ば
、
そ
の
保
証
契
約
は

無
効
と
な
り
ま
す
。

　

�　

な
お
、
保
証
人
が
法
人
か
個
人
か
に
拘
わ
ら
ず
、

こ
れ
ま
で
も
、
今
後
も
、
保
証
契
約
は
書
面
に
よ

ら
な
け
れ
ば
無
効
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

３�　

事
業
の
た
め
に
負
担
し
た
貸
金
等
債
務
に
つ
い

て
（
改
正
法
４
６
５
条
の
６
）

　

⑴�　

金
融
機
関
が
中
小
事
業
者
に
融
資
す
る
際
に

は
、
経
営
者
だ
け
で
な
く
、
そ
の
経
営
者
の
親

族
、
友
人
等
の
第
三
者
に
個
人
保
証
を
さ
せ
る

こ
と
が
従
来
は
広
く
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
中
小
企
業
が
受
け
る
融
資
と
は
い
え
、

事
業
の
た
め
の
貸
金
は
個
人
が
負
担
す
る
に
は

多
額
に
す
ぎ
、
保
証
債
務
の
請
求
を
受
け
た
第

三
者
保
証
人
は
破
産
、
個
人
再
生
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
と
い
う
保
証
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
　

�　

こ
の
よ
う
な
弊
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
事
業
の

た
め
に
負
担
し
た
貸
金
等
債
務
（
上
記
）
を
主

た
る
債
務
と
す
る
保
証
契
約
又
は
主
た
る
債
務

の
範
囲
に
事
業
の
た
め
に
負
担
す
る
貸
金
等
債

務
が
含
ま
れ
る
根
保
証
契
約
に
つ
い
て
、
原
則

と
し
て
公
正
証
書
で
、
保
証
債
務
を
履
行
す
る

意
思
を
表
示
し
な
け
れ
ば
無
効
と
な
る
と
い
う

規
定
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

⑵　

公
正
証
書
の
作
成
に
つ
い
て

　
　

�　

公
正
証
書
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
①

保
証
人
の
履
行
す
る
意
思
を
慎
重
に
確
認
す
る

こ
と
②
代
理
人
に
よ
る
公
正
証
書
の
作
成
は
認

め
ら
れ
な
い
こ
と
、
③
保
証
契
約
締
結
の
前

１
ヶ
月
以
内
に
作
成
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　

⑶　

公
正
証
書
の
作
成
を
要
し
な
い
場
合

　
　

�　

次
の
者
が
保
証
人
と
な
る
場
合
に
は
、
公
正

証
書
の
作
成
は
要
し
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

①�　

主
債
務
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
の
そ
の
理

事
、
取
締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
に
準
ず
る

者

　
　

②�　

主
債
務
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
の
そ
の
総

株
主
の
議
決
権
の
過
半
数
を
有
す
る
者

　
　

③�　

主
債
務
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
の
主
た
る

債
務
者
と
共
同
し
て
事
業
を
行
う
者
又
は
主

債
務
者
が
行
う
事
業
に
現
に
従
事
し
て
い
る

主
た
る
債
務
者
の
配
偶
者

　
　

�　

た
だ
し
、
公
正
証
書
の
作
成
を
免
除
さ
れ
る

理
由
は
経
営
規
律
の
維
持
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
事
業
に
現
に
従
事
し
て
い
る
配
偶
者
」
の
要

件
は
厳
格
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

⑷�　

改
正
法
以
前
に
も
、
金
融
庁
等
の
指
針
等
に

よ
り
、
金
融
機
関
に
お
い
て
は
事
業
者
向
け
融

資
に
お
い
て
第
三
者
保
証
人
を
求
め
る
ケ
ー
ス

は
減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
金
融
機
関
以

外
の
事
業
者
向
け
融
資
に
お
い
て
も
改
正
法
が

適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
大
き
な
影
響
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

債　権　法　改　正
－根保証、貸金等債務－

｜法｜律｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

法土屋準法律事務所
弁護士　
土屋　準　氏
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ガ
ラ
ス
工
房�

橙
は
私
が
横
濱
硝
子
で
7
年

間
修
業
し
た
後
、
平
成
11
年
に
東
御
市
海
野

宿
の
古
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
独
立
、

ガ
ラ
ス
工
房
＆
シ
ョ
ッ
プ
を
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
平
成
21
年
に
は
２
階
に
カ
フ
ェ
を
併

設
し
、
工
房
で
作
成
し
た
器
を
使
っ
て
飲
み

物
や
か
き
氷
な
ど
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
日

本
ク
ラ
フ
ト
展
入
選
な
ど
、
各
種
の
展
覧
会

で
入
選
し
、
現
在
は
店
舗
を
運
営
し
な
が
ら

県
内
外
で
個
展
や
企
画
展
な
ど
を
精
力
的
に

こ
な
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
当
初
こ
の
地
で
ガ
ラ
ス
作
り
を
す

る
上
で
郷
土
色
を
感
じ
さ
せ
る
商
品
を
考
え

て
い
ま
し
た
。
色
々
と
模
索
す
る
中
で
、
平

成
12
年
東
御
市
の
特
産
品
で
あ
る
ク
ル
ミ
に

目
を
つ
け
「
胡
桃
ガ
ラ
ス
」
を
開
発
。
平
成

27
年
に
商
標
登
録
も
行
い
ま
し
た
。「
胡
桃

ガ
ラ
ス
」
は
ク
ル
ミ
の
殻
を
焼
い
て
灰
に
し

て
、
ガ
ラ
ス
の
原
料
と
混
ぜ
溶
か
し
て
使
う

と
、
ど
こ
か
懐
か
し
い
レ
ト
ロ
感
漂
う
淡
い

緑
色
の
ガ
ラ
ス
が
で
き
ま
す
。
ク
ル
ミ
が
ガ

ラ
ス
に
な
る
？
と
い
う
不
思
議
さ
と
地
元
産

の
ク
ル
ミ
で
作
っ
た
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
で
地
元

産
の
ワ
イ
ン
や
地
酒
を
飲
む
と
い
う
ス
ト
ー

リ
ー
性
が
受
け
入
れ
ら
れ
、
東
御
市
、
上
田

地
域
の
お
土
産
物
や
記
念
品
と
し
て
ご
利
用

頂
い
て
い
ま
す
。
し
な
の
鉄
道
「
観
光
電
車

ろ
く
も
ん
」
で
は
ワ
イ
ン
、
冷
酒
、
ビ
ー
ル

を
飲
む
た
め
の
グ
ラ
ス
に
胡
桃
ガ
ラ
ス
が
採

用
さ
れ
、
好
評
に
つ
き
車
内
販
売
も
始
ま
り

ま
し
た
。
ま
た
東
御
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

お
礼
品
、
地

元
飲
食
店
や

軽
井
沢
の
高

級
ホ
テ
ル
で

の
利
用
や
、

信
州
な
ら
で

は
の
物
産
を

集
め
た
ブ
ラ

イ
ダ
ル
ギ
フ

ト
カ
タ
ロ
グ

に
も
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
に

は
信
州
プ
レ

ミ
ア
ム
（
長

野
県
で
生
産
・
加
工
さ
れ
た
こ
だ
わ
り
の
逸

品
）
に
も
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
ま
で
売
り
上
げ
は
順
調
に
伸
び

て
き
ま
し
た
が
、
当
店
の
商
品
を
取
り
扱
っ

て
頂
い
て
い
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
小
売
店
が
高

齢
化
等
に
よ
る
廃
業
、
ま
た
、
卸
売
先
の
百

貨
店
で
の
販
売
も
芳
し
く
な
く
、
平
成
29
年

は
前
年
の
売
上
を
下
回
り
ま
し
た
。
ま
た
、

商
品
は
私
が
一
人
で
制
作
し
て
い
る
た
め
、

年
間
に
制
作
で
き
る
商
品
は
約
１
０
０
０
０

個
、
こ
れ
を
自
店
及
び
卸
売
先
で
販
売
し
て

い
る
た
め
、
常
に
製
作
に
追
わ
れ
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
製
作
が
出
来
な
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。
特
に
卸
値
は
市
場
価
格
よ
り
低
い

た
め
、
利
益
率
が
悪
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
ま
ま
同
じ
よ
う
な
経
営
形
態
が
続
く
と
悪

化
の
一
途
を
た
ど
る
の
で
は
な
い
か
と
危
機

感
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
今
年
度
商
工
会
か
ら
小

規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
の
案
内
を
頂
き
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
①
ネ
ッ
ト
販
売
に
力
点
を
置

き
、
現
在
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
改
修
。
商
品

の
利
用
シ
ー
ン
な
ど
商
品
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

の
写
真
を
専
門
家
に
依
頼
し
て
撮
影
・
掲
載

し
、
お
客
様
へ
直
接
販
売
の
比
率
を
高
く
す

る
。
②
ネ
ッ
ト
販
売
で
は
商
品
ア
イ
テ
ム
数

が
多
く
、
受
注
時
に
混
乱
し
注
文
を
間
違
え

る
こ
と
も
あ
っ
た
た
め
、
ア
イ
テ
ム
ご
と
に

商
品
番
号
を
付
し
、
お
客
様
が
選
び
や
す
く
、

ま
た
商
品
管
理
が
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
。

経
営
計
画
な
ど
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
が
、

商
工
会
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
作
成
し
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
補
助
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
ど
れ
だ
け
の
成
果
が
出
る
か

楽
し
み
で
す
。

　

今
当
店
が
あ
る
海
野
宿
は
お
店
が
少
な
く

賑
わ
い
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
若
い
人
達
が

当
地
で
開
業
し
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
る
の

に
、
物
件
が
な
い
た
め
諦
め
て
し
ま
う
方
も

い
ま
す
。
当
店
で
は
そ
ん
な
人
た
ち
の
開
業

へ
の
き
っ
か
け
と
な
る
べ
く
、
古
民
家
改
修

を
行
っ
て
い
ま
す
。
展
示
会
、
飲
食
、
ワ
イ

ン
バ
ー
、
ラ
イ
ブ
、
学
習
な
ど
が
で
き
る
貸

ス
ペ
ー
ス
を
、
改
修
の
程
度
に
合
わ
せ
段
階

的
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
近
い
将
来
完
成
さ
せ

る
予
定
で
す
。
地
元
で
面
白
い
こ
と
を
や
っ

て
い
る
、
何
だ
か
楽
し
そ
う
な
場
所
に
し
て

海
野
宿
を
も
っ
と
活
性
化
さ
せ
て
い
く
の
が

私
の
夢
で
す
。

「この人に注目」をシリーズで毎号掲載しています。商工会地域内で頑張っておられる方をご紹介ください。

注目 Vol.116

この　に人
ガラス工房  橙

だいだい

寺西　将樹さん
東御市商工会

ショップの様子

寺西将樹さん

胡桃ガラスの器胡桃ガラスに水を入れて
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売
木
村
は
県
の
南
端
の
村
の
一
つ
で
、
昭

和
23
年
に
当
時
の
豊
村
か
ら
分
村
し
、
現
在

の
売
木
村
と
な
り
本
年
70
周
年
を
迎
え
て
お

り
ま
す
。

　

人
口
は
５
５
５
人

（
Ｈ
30
・
６
末
）と
県

内
で
２
番
目
に
少
な

く
、
東
と
北
は
阿
南

町
、
西
は
根
羽
村
と

平
谷
村
、
南
は
愛
知

県
豊
根
村
に
隣
接
し
、

愛
知
県
最
高
峰
の

「
茶
臼
山
山
麓
」の
北

に
位
置
し
た
小
さ
な

山
村
で
す
。

　

標
高
は
８
０
０
ｍ

を
超
え
て
お
り
県
の

南
端
で
は
あ
り
ま
す

が
、
年
間
平
均
気
温

は
約
11
℃
程
度
と
冷

涼
な
気
候
で
す
。

　

村
の
周
囲
は
１
０�

０
０
ｍ
～
１
３
０
０

ｍ
の
山
々
と
売
木
峠
、

新
野
峠
、
平
谷
峠
な

ど
４
つ
の
峠
に
囲
ま

れ
「
ふ
る
さ
と
の
原

風
景
」
と
い
う
表
現
が
ぴ
っ
た
り
な
の
ど
か

さ
で
す
。

　

江
戸
時
代
は
恵
ま
れ
た
森
林
資
源
を
活
用

し「
ろ
く
ろ
椀
」や「
盆
」な
ど
を
作
る
木
地
師

が
活
躍
し
、
村
人
は
米
の
代
わ
り
に
「
く
れ

木
」（
ヒ
ノ
キ
、
サ
ク
ラ
な
ど
の
上
質
板
材
）

を
年
貢
と
し
て
納
め
、
昭
和
初
期
ま
で
は
炭

焼
き
な
ど
も
盛
ん
で
あ
り
ま
さ
に
売
木
村
は

「
う
る
お
う
木
の
村
」で
し
た
。

　

昭
和
50
年
代
か
ら
は
自
然
休
養
村
事
業
や

山
村
留
学
な
ど
、
都
市
と
の
交
流
を
積
極
的

に
開
始
し
、
現
在
も
山
村
留
学
生
の
受
け
入

れ
、
都
市
部
か
ら
の
修
学
旅
行
で
の
農
家
民

泊
の
受
け
入
れ
も
盛
ん
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

中
京
圏
か
ら
別
荘
地
と
し
て
注
目
を
浴
び

る
一
方
で
、
平
成
に
入
っ
て
か
ら
は
天
然
温

泉「
こ
ま
ど
り
の
湯
」、
南
信
州
広
域
公
園「
う

る
ぎ
星
の
森
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
」
な
ど
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
最
近
は
三
遠
南
信
道

が
整
備
さ
れ
た
こ
と
か
ら
浜
松
方
面
か
ら
の

観
光
客
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
「
走
る

村　

う
る
ぎ
」
と
し
て
ラ
ン
ナ
ー
合
宿
の
誘

致
に
取
り
組
み
、
夏
場
に
は
多
く
の
学
生
、

実
業
団
チ
ー
ム
の
ラ
ン
ナ
ー
が
村
内
を
駆
け

巡
る
光
景
が
名
物
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
本
年
11
月
に
は「
道
の
駅　

う
る
ぎ
」が

オ
ー
プ
ン
し
、
さ
ら
に
観
光
が
充
実
さ
れ
る

こ
と
か
ら
交
流
人
口
の
増
加
が
期
待
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

長
野
県
内
で
は
知
名
度
の
低
い
売
木
村
で

す
の
で
、
村
の
名
前
と
場
所
だ
け
で
も
覚
え

て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

ふ
る
さ
と
の
原
風
景

Vol.26
売木村商工会

名物「たかきびまんじゅう」

「うるぎ米」のはざかけ風景

うるぎ星の森オートキャンプ場
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